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鎌倉市議会議員久坂くにえ www.kkusaka.net  

久坂くにえ通信 
 聖心女子大学文学部卒業 水瓶座 O型 夫・長男(小学生)・長女（2才） 

議会運営委員会委員 教育こどもみらい委員会委員長  

              

市政に関するご意見・

ご質問は下記にどうぞ 

久坂くにえ 

サポーターズクラブ 

〒247-0056  

鎌 倉 市 大 船

2-10-25-302   

kusakakunie@gmail.com                    

www.kkusaka.net 

 

■中学生のころと何が変わったの？～代表質問・予算特別委員会実施～ 

 2 月定例会では、代表質問を行いました。文字通り会派を代表して実施するものです。

新年度予算に関わる内容ということで、多岐にわたる内容となります。 

冒頭には、「私」が中学生だったころ見つけた新聞記事「女性の大半が結婚・出産す

ると退職し家庭に入る」を紹介し、その後、機会均等法、介護・育休法制定と時代は

流れ、共働き世帯が増加したにも関わらず、以前からの課題である保育所の待機児童

は解消されず、「私」が落胆したこと、しかしこの落胆を次世代には味あわせない、と

いう意識で代表質問を、また続く予算特別委員会で様々な質疑を行いました。 

 全ては紹介できませんが、抜粋した内容をご紹介します。 

・子育て支援の推進 

 地域のみなさんの多くのご意見を頂き、議会からも要望してきた今泉小学校・西鎌

倉小学校への子どもの家移転が実現することになりました。他の学童においても、安

全を確保し、質の向上を図り、放課後こどもの居場所の更なる充実を求めました。 

 また重度障がいがあり、医療的ケアが必要なお子さんを地域で受け入れできる体制

づくりや、特別支援学級運営には、支援員のさらなる配置時間増によるきめ細やかな

指導体制を要望しています。  

なお保育所・学童保育の待機児童の解消は、以前より要望してきましたが、予算特

別委員会でも、委員全員の意見として、行政側に申し入れを行いました。 

・高齢化の進展するまちにおいて 

一方３０％を突破する高齢化率となった鎌倉では、地域力を保持するために若年層

ファミリー層のさらなる移住促進が必要です。これまで具体策とならなかった住宅政

策の展開を求めました。 

 さらに、高齢者の方への対応として認知症サポーターの育成や、バスなどが通らな

い地域における交通弱者対策、消費者トラブルから守る情報提供の充実に加え、成年

後見センターの引き続きの着実な運営を要望しています。 

また各地域で散見される空き家については前任期 

より対策を要望してきました。空き家対策推進事業の 

実施が 28 年度は予定され、放置され荒れた空き家対策 

以外にも、良好な状態の空き家利活用も検討する事を 

提言しました。  

 

新年度のスタートです 

 

＊上記コラムは以前の再

掲。2月定例会から本会議

時間終了は職員超過勤務

の削減等を目指し 18時と

したため、今後このよう

なことはない、はずでした。。 
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